
　

誕
生
か
ら
１
周
年
を
迎
え
る
彦
根
新
名

物
「
ひ
こ
ね
丼
」。
販
売
中
の
「
ひ
こ
ね

丼
」（
※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
）
を
一
堂
に
集
め

て
弁
当
を
販
売
し
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）　

午
前
10
時

〜
午
後
２
時
頃　

※
「
ひ
こ
ね
丼
」
が
売
り
切
れ
し
だ
い
、

終
了
し
ま
す
。

※ 

午
前
10
時
頃
に
、
ひ
こ
に
ゃ
ん
が
登

場
す
る
予
定
で
す
（
雨
天
時
は
登
場
を
中

止
し
ま
す
）。

場
所　

四
番
町
ス
ク
エ
ア
（
本
町
一
丁
目
）

内
容
（
主
な
も
の
）　

▼
プ
ロ
の
料
理
人
に
よ
る「
ひ
こ
ね
丼
」

の
調
理
実
演

▼
「
ひ
こ
ね
赤
鬼
丼
」
誕
生
の
由
来
と

な
っ
た
甲
冑
展
示

　

▼
甲
冑
隊
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
Ｐ
Ｒ

　

▼
総
合
司
会　

笑
し
ょ
う

福ふ
く

亭て
い

伯は
く

枝し

さ
ん

ひ
こ
ね
丼
の
種
類　

ひ
こ
と
ろ
丼
、
ひ
こ

ね
赤
鬼
丼
、
ひ
こ
ね
の
赤
ど
ん
、
ひ
こ

天
丼
、
ひ
こ
ね
ち
ら
し
丼
、
ひ
こ
ね
天

下
丼
（
順
不
同
）

価
格　

４
０
０
円
～
７
０
０
円

関
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

期
間　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）
〜
平
成

25
年
1
月
31
日
㈭

　

会
場
内
や
市
内
の
各
販
売
店
で
は
、

「
ひ
こ
ね
丼
」
を
食
べ
る
と
付
い
て
く

る
箸
袋
を
3
枚
集
め
た
人
に
、
記
念
品

を
お
渡
し
し
ま
す
。（
記
念
品
が
な
く
な

り
し
だ
い
、
終
了
し
ま
す
）。

記
念
品　

次
の
ど
ち
ら
か
1
点
と
な
り

ま
す
。

　

▼
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
の
刺し

繍し
ゅ
う

入
り
タ

オ
ル
ハ
ン
カ
チ
」

　

▼
「
ひ
こ
ね
丼
特
製
箸
袋
風
デ
ザ
イ

ン
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」

※
市
内
の
販
売
店
の
場
所
な
ど
、
詳
し

く
は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

ひ
こ
ね
丼
祭
実
行
委

員
会
事
務
局
（

商
工
課
内
）
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６

番

広報 2012

11/15
●差し押さえた土地を公売します
●平成25年度
　市立幼稚園入園申込の受付
●募集　キッズラボ　「みんなで地球を守ろう」

●市民体育センター
　冬期スポーツ教室受講者募集！
●ひこね町家マルシェ　一五市　　
●みんなで築こう　人権の世紀
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ひこね丼誕生祭
おかげさまで
１周年
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10
月
29
日
、「
第
12
回
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
ぎ
ふ
清
流
大
会
）」（
10
月
13
日

〜
同
15
日
開
催
）
で
、
卓
球

の
滋
賀
県
代
表
と
し
て
出

場
し
た
、
寶

た
か
ら

藤ふ
じ 

絵え

梨り

果か

さ

ん
（
平
田
町
、
滋
賀
県
立
長
浜

高
等
養
護
学
校
３
年
生
）
が
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、市
長
へ

の
報
告
の
た
め
市
役
所
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

寶
藤
さ
ん
は
、昨
年
の
大

会
で
は
、陸
上
の
８
０
０
ｍ

競
走
で
２
位
、
１
、
５
０
０

ｍ
競
走
で
３
位
の
好
成
績

を
収
め
て
い
ま
し
た
。

　

寶
藤
さ
ん
は
「
と
て
も
緊

張
し
た
け
れ
ど
、卓
球
の
ラ
リ
ー
で
は
負

け
た
く
な
か
っ
た
。今
後
は
卓
球
で
国
際

大
会
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た

い
で
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

全国障害者スポーツ大会の結果報告
卓球で金メダルの寶藤さん

テ
ン
ト
の
中
で
家
族
団
ら
ん

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
体
験
会

　10月20日から同21日にかけて、 荒神山自
然の家でファミリーキャンプ体験会が行われま
した。1 歳の幼児から 60 歳代の大人まで幅広い
年齢層の 5 家族 20 人の参加がありました。
　1 日目はテントの設営、野外炊事やキャンプ
ファイヤー、2 日目は宇曽川でリバーボート体験
と、参加した家族の皆さんは 2 日間を満喫した様
子でした。
　 荒神山自然の家では、これからも楽しい催し
を企画して、皆さんのご参加をお待ちしています。

　

10
月
27
日
と
同
28
日
、

「
小
江
戸
彦
根
の
城
ま
つ

り
」の
体
験
型
観
光
の
一
つ

で
、江
戸
時
代
の
お
姫
さ
ま

の
姿
に
変
身
出
来
る
催
し

が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
変
身
」
は
、 

東
映
太う

ず

秦ま
さ

映
画
村（
京
都
府
）の
ス
タ
ッ

フ
が
、
メ
イ
ク
・
着
付
け
を

約
１
時
間
か
け
て
仕
上
げ

ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
こ
ん
な
に
注

目
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。一
生
の
思
い

出
に
な
り
ま
す
」と
笑
顔
で

話
し
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、

玄
宮
園
な
ど
を
散
策
し
た
り
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。

城内をあでやかな姿で散策
お姫さま変身体験

「
簡
単
体
操
」で
運
動
を
習
慣
に

市
立
病
院
健
康
講
座

　10月27日、彦根市立病院医療情報セン
ター（八坂町）で、「第９回彦根市立病院健
康講座」が行われ、参加者 80 人が管理栄
養士の監修した弁当を食べたり、医師らに
よる講演を聞いたりしました。
　椅子に座りながら出来る体操を紹介す
る「簡単体操」では、手を前に出したまま
体をひねる運動などを行いました。講師は

「無理のない範囲で習慣にすると効果があ
ります」と話していました。
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　10月19日
から、彦根城
内の天守北側

の石垣で、今年度２回目の草刈りが始まりました。
　作業員は、ロープを身体につなぎ、高いところで約 17 〜
18 ｍもある石垣の隙間に足をかけて、生えている草をはさ
みや鎌を使って丁寧に刈っていきました。
　作業面積は、石垣のある所が約 3 万８千㎡、中堀の小

こ

段
だん

（石垣下部の歩ける所）などが約６千㎡です。作業は 11 月末に
は終了する予定です。

　10月25日、金
城小学校（大藪町）

で、6 年生児童を
対象に、平和について考える歴史平和学習がありました。講師は
戦争を体験した佐藤保

たもつ

さんです。佐藤さんは、戦時中のマーシャ
ル諸島ミレー島で、多くの先輩や友人を亡くされたそうです。講
演の中では「戦争は絶対してはならない。命は本当に大切なもの
なんだということを忘れないでほしい」と話されました。児童は、
佐藤さんの講演を真剣な表情で聞き、「命を大切にするというこ
とをこれからも守っていきたいです」と感想を話していました。

日
頃
の
成
果
を
発
表
・
展
示

手
作
り
作
品
展

　

10
月
25
日
と
同
26
日
、
彦
根
市
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
清
崎
町
）
で
、
同

セ
ン
タ
ー
の
各
教
室
・
講
座
を
受
講
し

て
い
る
皆
さ
ん
の
発
表
・
展
示
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
果
樹
庭
木
盆
栽
教
室
」の
展
示
室
で

は
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
が
丁
寧
に
育
て

た
松
な
ど
の
盆
栽
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
菊
や
寄
せ
植
え
の
展
示
の
ほ

か
、
ラ
ス
ク
や
お
は
ぎ
、
炊
き
込
み
ご

飯
な
ど
の
販
売
が
あ
り
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
、「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
が
、

福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
平
田
町
）
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一

環
で
、
滋
賀
県
要
保
護
児
童
対
策
連
絡

協
議
会
が
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
を
結
成

し
、
県
内
全
て
の
市
町
を
訪
問
す
る
中

で
立
ち
寄
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
か
ら
ひ
こ
に
ゃ
ん
に
、

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
が
５
０
０
個
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
街
頭

で
の
啓
発
活
動
時
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

　 「
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
ろ
う
」

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
訪
問

「命を本当に大切にしてほしい」
金城小学校で歴史平和学習

彦根城をきれいに
今年度２回目の石垣の草刈り
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ひ
こ
ね
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
夢
畑
」
出
店
者

〈
日
時
〉12
月
16
日
㈰　

午
前
９
時

〜
正
午　
〈
場
所
〉彦
根
総
合
地
方

卸
売
市
場
（
安
食
中
町
）　

※
「
日

曜
市
」
の
会
場
内
で
開
催
し
ま
す
。

〈
出
店
料
〉
１
ブ
ー
ス
５
０
０
円

〈
申
込
期
限
〉
11
月
28
日
㈬　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
リ
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
〒
５
２
２-

０
０

８
８　

銀
座
町
４-

19
、
受
付
時
間
は
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
、
木
・
日
曜
日
・
祝

日
は
休
み
）
☎
・
F
Ａ
Ｘ
26-

4
８
１

０
番　

※
直
接
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
申
し
込
む
か
、
往

復
は
が
き
の
往
信
の
裏
面
に
①
住

所
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
出
店
品

目
⑤
人
数
⑥
出
店
希
望
日
を
、
返

信
の
表
面
に
①
住
所
②
氏
名
を
書

い
て
郵
送

彦
根
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

提
供
会
員
講
習
会

〈
内
容
〉有
償
で
子
ど
も
を
預
か
っ

た
り
、
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

た
り
す
る
提
供
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

「
や
っ
て

み
よ
う
」

と
い
う
人

を
対
象
に
、

入
会
説
明
会
・
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
講
習
の
テ
ー
マ
は
「
こ
ど

も
の
安
全
」「
人
権
学
習
」「
救
命

救
急
」
で
す
。　
〈
日
時
〉
12
月

６
日
㈭　

午
前
10
時
15
分
～
正
午
、

午
後
１
時
〜
同
４
時
15
分　
〈
場

所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）　
〈
対
象
〉
彦

根
市
、
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲
良

町
、多
賀
町
に
在
住
す
る
人　
〈
参

加
費
〉
無
料　
〈
託
児
〉
あ
り
ま

す
（
要
事
前
申
込
）　
〈
申
込
期
限
〉

12
月
５
日
㈬　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
彦
根
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

３
９
２
０
番

お
楽
し
み
♪
♪

パ
ソ
コ
ン
講
座（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
編
）

〈
内
容
〉タ
ブ
レ
ッ
ト
型
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
（
ｉア

イ

Ｐパ

ａッ

ｄド

）
の
優
れ
た
機

能
を
体
験
し
、
情
報
発
信
す
る
楽

し
さ
な
ど
を
学
び
ま
す
。　

※
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
は
主
催
者
が
用
意
し
ま
す
。

〈
日
時
〉
11
月
30
日
㈮
、12
月
７
日

㈮
、
同
14
日
㈮　

い
ず
れ
も
午
前

10
時
～
正
午　
〈
場
所
〉
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平

田
町
）
講
習
室　
〈
対
象
〉
市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
人　
〈
参

加
費
〉
各
回
千
円　
〈
定
員
〉
12
人

（
先
着
順
）　
〈
申
込
開
始
日
〉
11
月

15
日
㈭
午
前
９
時
〜　
〈
託
児
〉０

歳
〜
就
学
前　

※
１
人
２
０
０
円
、

要
事
前
申
込　
〈
持
ち
物
〉筆
記
用

具　
〈
そ
の
他
〉各
回
と
も
講
座
内

容
は
同
じ
で
す
。
希
望
日
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

ひ
こ
ね
ま
ち
な
か

空
き
店
舗
見
学
ツ
ア
ー

〈
内
容
〉
物
件
の
紹
介
と
活
用
事

例
の
見
学
、
専
門
家
（
不
動
産
、
建

築
、
店
舗
オ
ー
ナ
ー
）
を
交
え
た
質

問
・
交
流
会
を
通
し
て
、
物
件
の

取
得
・
活
用
に
向
け
た
イ
メ
ー
ジ

づ
く
り
を
手
助
け
す
る
ツ
ア
ー
を

行
い
ま
す
。　
〈
日
時
〉11
月
25
日

㈰　

午
後
１
時
〜
同
５
時
（
集
合

　

午
後
０
時
50
分
）　
〈
集
合
場
所
〉

彦
根
商
工
会
議
所
前
（
中
央
町
）　

〈
行
程
〉店
舗
見
学
〜
休
憩
〜
交
流

会
・
質
疑
応
答　
〈
対
象
〉
市
内

（
中
心
市
街
地
）
の
空
き
店
舗
・
空

き
町
屋
の
活
用
に
興
味
の
あ
る
人

　
〈
定
員
〉
20
人（
先
着
順
）　
〈
参
加

費
〉
千
円（
休
憩
時
の
茶
菓
子
代
を
含

み
ま
す
）　
〈
申
込
期
間
〉11
月
15
日

㈭
〜
同
23
日（
金
・
祝
）　
〈
主
催
〉小

江
戸
ひ
こ
ね
町
屋
活
用
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム　
〈
後
援
〉
彦
根
商
工
会

議
所
・
彦
根
商
店
街
連
盟
・
彦
根

Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
業
推
進
協
議
会
・
彦
根

異
業
種
交
流
研
究
会
・
彦
根
市　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
小
江
戸

ひ
こ
ね
町
屋
情
報
バ
ン
ク
事
務
局

（
担
当
：
八
木
さ
ん
）
☎
23-

２
１
２

３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

２
７
３
０
番

彦
根
藩
３
つ
の
大
名
庭
園

「
紅
葉
の
大
名
庭
園
を
巡
る
」

〈
内
容
〉
紅
葉
で
色
づ
く
、
彦
根

城
表
御
殿
庭
園
（
彦
根
城
博
物
館
）・

名
勝
玄
宮
楽
々
園
・
名
勝
旧
彦
根

藩
松
原
下
屋
敷
（
お
浜
御
殿
）庭
園

を
見
学
し
ま
す
。
各
庭
園
の
歴
史

や
見
方
を
、

教
育
委
員
会
文
化

財
課
の
職
員
が
解
説
し
ま
す
。　

〈
日
時
〉12
月
２
日
㈰　

午
後
１
時

〜
同
３
時
30
分　

※
小
雨
決
行　

〈
集
合
場
所
〉
彦
根
城
博
物
館
前

（
金
亀
町
）　
〈
対
象
〉
小
学
生
以
上

　
〈
定
員
〉
50
人（
先
着
順
）　
〈
参
加

費
〉
１
０
０
円（
資
料
代
・
保
険
料
）

　

※
見
学
時
に
、
各
施
設
へ
の
入

場
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。　
〈
申

込
期
間
〉
11
月
15
日
㈭
〜
同
30
日

㈮　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
文
化
財
課
☎
26-

５

８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９

９
番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
彦
根

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

差別をなくし人権を尊ぶあなたと私のつどい

　「私の幸せは、みんなの幸せ。みんなの幸せは私
の幸せ！」。あらゆる差別をなくし、人権が尊重さ
れる住みよい社会の実現を目標に、つどいを開催し
ます。
日時　12月1日㈯　13：00 〜 16：00
場所　ひこね市文化プラザエコーホール（野瀬町）

テーマ　広げよう　身近なところから　
　　　   始めよう　出来ることから
内容　▶研修報告と話題提供
　　　▶講演　「お互いの人権を尊重しあう人間関係」
　　　　講師　金

キム

　香
カ

百
ユ

合
リ

さん
その他　手話通訳・託児を行います。
託児　11 月 26 日㈪までに予約してください。
託児の予約・問い合わせ先　女性のつどい事務

局（ 教育委員会人権教育課内） ☎ 24-7976、
FAX23-9190
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公
売
場
所　

21
会
議
室
（
市
役
所

２
階
）

売
却
区
分
等　

上
表
の
と
お
り

※
公
売
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

納
税
課
☎

30-

６
１
０
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

県
下
一
斉
清
掃
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

　
　
　

□市
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

12
月
１
日

の
「
環
境
美

化
の
日
」
に

あ
わ
せ
て
、

彦
根
市
で
は

次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も

参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か（
事
前
申
込
不
要
）。　

※

小
雨
決
行
。
雨
天
中
止
の
場
合
は
、

午
前
７
時
に
決
定
し
ま
す
。

日
時　

12
月
１
日
㈯　

午
前
８
時

30
分
〜
（
受
付
８
時
15
分
〜
同
30

分
）

受
付
場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ

ザ
（
野
瀬
町
）
駐
車
場
西
側

清
掃
場
所　

犬
上
川
左
岸
の
千
鳥

橋
（
国
道
８
号
線
）
〜
犬
上
川

橋
（
湖
周
道
路
）、
犬
上
川
右
岸

の
春
日
大
橋
〜
犬
上
川
橋

注
意
事
項　

活
動
に
適
し
た
服
装

　

で
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
雨

具
、
軍
手
な
ど
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
主
催
者
が
回
収
袋
な
ど

は
準
備
し
ま
す
。
参
加
者
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
ま

す
。　

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

㈶
滋
賀
県
遺
族
会

　

先
の
大
戦
の
戦
地
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
し
、
現
地
の
人
と
友
好

親
善
を
深
め
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域　

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
中
国
な
ど　

対
象　

戦
没
者
の
遺
児　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈶
日
本

遺
族
会
事
務
局
☎
03-
３
２
６

１-

５
５
２
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
03-

３
２
６
１-

９
１
９
１
番
、
㈶

滋
賀
県
遺
族
会
☎
０
７
７-

５

２
２-

７
２
２
７
番

差
し
押
さ
え
た
土
地
を

公
売
し
ま
す□市

納
税
課

　

市
税
の
滞
納
処
分
の
た
め
、
差

し
押
さ
え
た
土
地
を
、
入
札
に

よ
っ
て
売
却
（
公
売
）
し
ま
す
。

公
売
日
時　

12
月
12
日
㈬　

午
後

２
時

意見の件数　　　　　　　　0 件
問い合わせ先　 住宅管理室
　☎ 30-6123、FAX22-1398

意見の件数　　　　　　　　0 件
問い合わせ先　 都市計画課
　☎ 30-6124、FAX24-8517

意見の件数　　　　　　　　0 件
問い合わせ先　 下水道建設課
　☎ 22-5458、FAX22-5433

意見の件数　　　　　　　11 件
　案の修正を行うもの　　  0 件
　案の修正を行わないもの    11 件
問い合わせ先　 建築指導課
　☎ 30-6125、FAX24-8517

意見の件数　　　　　　　　0 件
問い合わせ先　 清掃センター
　☎ 24-3879、FAX24-2850

彦根市営住宅の設置および管理に関す
る条例の一部改正（素案）、彦根市営住
宅等の整備基準に関する条例（素案）

彦根市公園条例の一部改正（素案）

彦根市公共下水道の構造等の
基準を定める条例（素案）

彦根市空き家等の適正管理に
関する条例（素案）

彦根市廃棄物の処理および清掃
に関する条例の一部改正（素案）

意見公募手続制度

結果のお知らせ
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キ
ッ
ズ
ラ
ボ

「
み
ん
な
で
地
球
を
守
ろ
う
」

〈
内
容
〉
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、発
電

や
器
具
を
使
っ
た
体
験
を
し
な
が

ら
、
楽
し
く
地
球
の
環
境
の
こ
と

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。　
〈
日

時
〉
12
月
９
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
〜
同
３
時　
〈
場
所
〉
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
多
目
的
室　

〈
対
象
〉
小
学
生
（
小
学
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）　
〈
定
員
〉
20
人

（
先
着
順
）　
〈
参
加
費
〉
１
０
０
円

　
〈
申
込
開
始
日
〉12
月
１
日
㈯
午

前
8
時
30
分
〜　
〈
持
ち
物
〉筆
記

用
具　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６

４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６

番　

※
電
話
か
直
接
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
湖
国
寮
（
東
京
都
）」
へ
の

入
寮
者

〈
内
容
〉首
都
圏
の
大
学
な
ど
に
在

学
す
る
滋
賀
県
出
身
者
の
た
め
の

「市民共同太陽光発電所」
建設のための
出資・寄付を募集しています

　平成23年3月に、市民の皆さんからの出資・寄付と彦
根市などからの補助により、「森の子保育園（野瀬町）」
に太陽光発電を使った市民共同発電所を建設しました。
　このしくみを使って、市内の公民館などの公共施設へ
の太陽光発電装置の設置を順次すすめていきますので、
出資・寄付のご協力をお願いします。
　1 口 1 万円単位で出資出来ます（※資金運用や投機目的
ではありません）。

太陽光発電装置の譲渡と償還までの流れ
①出資・寄付者による団体（以下、「団体」）を構成し、出資・

寄付をとりまとめる
②出資・寄付を基に、太陽光発電装置を公共施設に設置
③下の２つの方法（A と B）で出資金を団体が回収

A…公共施設は使用した電気料金を団体に支払う
　B…余った電気を電力会社に売る
④出資金は、出資をいただいた翌年から、団体がお返し

していく予定（お返しする期間は 10 年～ 20 年）
　※寄付はお返ししません。

※口数が少ない場合には、手数料の関係で毎年お返し出来ない
ことがあります。その場合は複数年分まとめてお返しします。

⑤出資者に出資金をお返しできたら、太陽光発電装置を
公共施設に譲渡
問い合わせ先　 生活環境課☎ 30-6116、
　FAX22-1398

みずほ寄席 vol.2「枝
し

鶴
かく

＆晃
こう

瓶
へい

の会」
　
　笑う門には福来る！大いに笑って、福を呼び込
みましょう。笑福亭一門の落語と若手漫才が、み
ずほの舞台に登場します。

日時　平成25年1月20日㈰　
　14：00 開演（13：30 開場）

場所　みずほ文化センター多目的ホール（田原町）

入場料　前売 1,000 円、当日 1,200 円（全席自由）

入場券販売所　みずほ文化センター、ひこね市文
化プラザ、平和堂アル・プラザ彦根くらしの
サービスセンター、ビバシティ平和堂くらしの
サービスセンター

問い合わせ先　みずほ文化センター
　☎ 43-8111、FAX43-8112

２
０
１
３
年
県
民
手
帳

販
売
中
で
す

価
格　

１
冊
５
０
０
円
（
販
売

窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

販
売
窓
口　

企
画
課
、
支

所
、
各
出
張
所
（
予
約
は
不

要
で
す
）

※
市
内
で
は
、

湖
東
合
同

庁
舎
（
元
町
）
１
階
売
店
、

平
和
書
店
（
ア
ル
・
プ
ラ
ザ

彦
根
３
階
、
大
東
町
）、
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
各
店
で
も

販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
期
限　

平
成
25
年
１
月

31
日
㈭

※

湖
東
合
同
庁
舎
１
階
売

店
は
、
期
間
に
関
係
な
く

販
売
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課

☎
30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

寮
と
し
て
昭
和
29
年
に
開
設
さ
れ

た
「
湖
国
寮
」
が
、
４
月
に
新
寮

「
湖
国
寮　

TO
KYO

 Student-
H

ouse M
other Lake Shiga

」

と
し
て
再
開
し
ま
し
た
。
朝
・
夕

の
給
食
が
つ
い
て
い
ま
す
。
寮
の

施
設
や
設
備
、
入
寮
条
件
や
費
用

な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　
〈
場
所
〉
東
京
都

武
蔵
野
市
西
久
保
２-

15-

30
（
Ｊ

Ｒ
中
央
線
三
鷹
駅
か
ら
徒
歩
15
分
）　

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
㈶
湖
国
協
会

東
京
連
絡
所
（
㈳
東
京
滋
賀
県
人
会

内
）
☎
03-

３
６
６
１-

１
１
８
０

番
、 

Ｆ
Ａ
Ｘ
03-

３
６
６
１-

５
０

５
８
番 

、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w.kokokuryo.com
/



62012・11・15

ウ
ィ
ズ
多
文
化
交
流
セ
ミ
ナ
ー

「
冬
の
ほ
っ
こ
り
日
本
料
理
」

〈
内
容
〉料
理
を
通
し
て
文
化
や
生

活
習
慣
の
違
い
を
認
識
し
、
理
解

と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。
日
本
な
ら

で
は
の
食
材
を
用
い
た
料
理
の
極

意
を
学
び
ま
し
ょ
う
。　
〈
日
時
〉

12
月
14
日
㈮　

午
後
６
時
30
分
〜

同
８
時
30
分　
〈
場
所
〉
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平

田
町
）
調
理
実
習
室　
〈
対
象
〉
市

内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
人

　
〈
定
員
〉
20
人
（
先
着
順
）　
〈
参

加
費
〉
１
、
２
０
０
円
（
材
料
費
を

含
み
ま
す
）　
〈
申
込
期
間
〉
11
月
15

日
㈭
〜
12
月
12
日
㈬　
〈
持
ち
物
〉

ふ
き
ん
２
枚
、
三
角
巾
、
エ
プ
ロ

ン　
〈
託
児
〉０
歳
〜
就
学
前　

※

１
人
２
０
０
円
、
要
事
前
申
込　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番

冬
休
み
期
間
中
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

冬
休
み
期
間
中
も
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
開
設
し
ま
す
。
利
用
を

希
望
す
る
人
は
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。 

〈
開
設
日
〉
12
月
22
日

㈯
、
同
25
日
㈫
〜
同
28
日
㈮
、
平

成
25
年
１
月
４
日
㈮
、
同
５
日
㈯

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
30

分
（
７
日
間
）　
〈
対
象
〉
仕
事
な

ど
で
昼
間
に
保
護
者
が
保
育
で
き

な
い
、
原
則
と
し
て
小
学
１
〜
３

年
生
の
児
童　

※
定
員
を
超
え
て

い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
募

集
を
行
い
ま
せ
ん
。
募
集
の
有
無

は
、

子
育
て
支
援
課
か
、
各
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　
〈
利
用
料
〉１
人

３
千
円　
〈
申
込
用
紙
配
布
開
始

日
〉
11
月
16
日
㈮　
〈
申
込
期
間
〉 

11
月
16
日
㈮
〜
同
29
日
㈭　
〈
問

い
合
わ
せ
先
〉

子
育
て
支
援
課

☎
23-
９
５
９
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番　

※
各
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
就
労
証
明
書
を

添
付
の
う
え
、
各
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

親
子
冬
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
親
子
で
作
ろ
う
！
と
び
だ
す
絵
本
」

〈
内
容
〉親
子
が
一
緒
に
な
っ
て
お

話
を
考
え
て
、
絵
本
を
作
り
ま
す
。

こ
の
体
験
を
通
じ
て
、
手
作
り
の

楽
し
さ
を
知
り
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
日
時
〉
12
月
15
日
㈯　

Ａ
コ
ー

ス
午
前
10
時
〜
正
午
、
Ｂ
コ
ー
ス

午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時
30
分　

〈
場
所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）
会
議

室
・
調
理
実
習
室　
〈
対
象
〉
市
内

に
在
住
の
親
子
（
小
学
生
に
限
り
ま

す
）　
〈
定
員
〉
各
コ
ー
ス
16
組　

〈
参
加
費
〉
１
組
５
０
０
円
（
受
講

料
）、
絵
本
１
冊
に
つ
き
５
０
０
円

　
〈
申
込
期
間
〉11
月
15
日
㈭
〜
同

27
日
㈫
（
必
着
）　

※
申
込
者
多
数

の
場
合
は
公
開
抽
選
（
11
月
28
日
㈬

午
前
10
時
〜
、「
ウ
ィ
ズ
」
の
会
議
室
）

を
行
い
ま
す
。　
〈
託
児
〉０
歳
〜

就
学
前　

※
１
人
２
０
０
円
、
要

事
前
申
込　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平
田
町
６
７
０
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３

５
２
９
番　

※
往
復
は
が
き
の
往

信
の
裏
面
に
①
受
講
希
望
コ
ー
ス

（
Ａ
コ
ー
ス
、
Ｂ
コ
ー
ス
）
②
受
講
者

氏
名
（
親
子
の
ふ
り
が
な
）
③
在
籍

小
学
校･

学
年
④
郵
便
番
号
⑤
住

所
⑥
電
話
番
号
（
あ
れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
）
⑦
託
児
希
望
が
あ
れ
ば
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
と
生
年
月
日
を
、
返

信
の
表
面
に
、
①
住
所
②
氏
名
を

書
い
て
郵
送

平
成
25
年
度

市
立
幼
稚
園
入
園
申
込
の

受
付

〈
対
象
〉

▼
３
歳
児
＝
平
成
21
年
４
月
２
日

か
ら
同
22
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

▼
４
歳
児
＝
平
成
20
年
４
月
２
日

か
ら
同
21
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

〈
募
集
人
員
〉

　

左
表
の
と
お
り

〈
応
募
資
格
〉　

本
人
と
保
護
者
が

市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

（
平
成
25
年
４
月
１
日
ま
で
に
市
内

に
居
住
す
る
こ
と
が
確
実
な
場
合
を

含
み
ま
す
）

〈
入
園
申
込
書
の
交
付
〉

期
間　

11
月
15
日
㈭
〜
12
月
３
日

㈪　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

場
所　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚

園
、
支
所
、
各
出
張
所
、

教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
市
民

会
館
２
階
）

〈
入
園
申
込
の
受
付
〉

期
間　

11
月
26
日
㈪
〜
12
月
３
日

㈪　

午
後
１
時
〜
同
４
時
（
土
・

日
曜
日
は
除
く
）

場
所　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園

※
入
園
申
込
書
と
、
連
絡
用
封
筒

（
保
護
者
の
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
、

80
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
１
枚
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
園
申
込
書
の
提
出
は
、
入
園

を
希
望
す
る
幼
児
１
人
に
対
し

て
、
市
立
幼
稚
園
１
園
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉　

教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番
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ど
が
立
っ
た
段
階
で
、
国
の
補
助

と
指
導
を
得
な
が
ら
、
庭
園
や
歴

史
的
建
造
物
の
保
存
修
理
を
実
施

し
、
一
般
公
開
を
図
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

※
汐
入
型
式　

海
水
の
干
満
を
利

用
し
て
池
の
景
色
を
変
え
る

庭
園
技
法
。
汐
入
型
式
の
池
を

も
つ
旧
大
名
庭
園
と
し
て
は
、

浜は
ま

離り

宮き
ゅ
う

恩お
ん

賜し

庭
園
（
東
京
都
）

や
養よ

う

翠す
い

園え
ん

（
和
歌
山
県
）
な
ど
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷
の
庭

園
は
淡
水
（
琵
琶
湖
の
水
）
を
利

用
し
た
汐
入
型
式
の
手
法
を

用
い
た
、
わ
が
国
唯
一
の
庭
園

で
す
。

秋
の
特
別
公
開
（
無
料
）

公
開
期
間　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）
～
12
月
２
日
㈰　

期
間
中
無
休

公
開
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
入
園
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場
所　

松
原
町
５
１
５
（
彦
根
港
近
辺
）

そ
の
他

●
公
開
は
庭
園
の
み
で
、
建
物
内
は
入
れ
ま
せ
ん
。

●
説
明
が
必
要
な
団
体
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
琵
琶
湖
側
臨
時
駐
車
場
（
無
料
）
に
駐

車
し
て
く
だ
さ
い
。

●
庭
園
内
で
、
喫
煙
・
飲
食
・
火
気
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
飼
い
犬
・
飼
い
猫
は
、
管
理
者
が
責
任
を
持
っ
て
管
理
し
て
入
園

し
て
く
だ
さ
い
。

●
庭
園
内
に
は
便
所
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
彦
根
港
公
衆
便
所
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷
庭
園
は
、

11
代
当
主
井
伊
直な

お

中な
か

に
よ
り
、
文

化
７
年
（
１
８
１
０
）
頃
に
、
琵

琶
湖
畔
に
造
営
さ
れ
た
下
屋
敷
で

す
。
彦
根
藩
の
も
う
一
つ
の
下
屋

敷
で
あ
る
槻

け
や
き

御
殿
（
玄
宮
楽
々
園
）

と
は
立
地
や
趣
も
異
な
り
、
公
式

性
を
離
れ
た
井
伊
家
の
内
向
き
の

庭
園
を
主
体
と
し
た
下
屋
敷
で
し

た
。

　

松
原
下
屋
敷
の
庭
園
は
、
優
れ

た
造
営
技
術
を
駆
使
し
、
琵
琶
湖

の
水
や
山
の
自
然
を
活い

か
し
て
造

ら
れ
て
い
ま
す
。
琵
琶
湖
の
水
位

と
連
動
し
て
汀て

い

線せ
ん

（
波
打
ち
ぎ
わ
）

が
変
化
す
る
汐し

お

入い
り

型け
い

式し
き

（
※
）
の

手
法
を
用
い
た
池
を
中
心
に
西
側

は
洲す

浜は
ま

の
広
が
る
緩
や
か
な
景
観

と
し
、
東
側
は
築つ

き

山や
ま

（
庭
に
築
い
た

小
さ
な
山
）が
折
り
重
な
る
深
遠
な

趣
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
各
種
調
査
か
ら
、
松
原
下

屋
敷
の
庭
園
が
玄
宮
楽
々
園
と
は

様
相
の
異
な
る
大
名
庭
園
で
あ
り
、

近
世
の
大
名
文
化
を
理
解
す
る
う

え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重

な
文
化
財
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
12
年
度
に
は
彦

根
市
指
定
文
化
財
（
名
勝
）
に
指

定
し
、
同
13
年
度
に
は
国
の
名
勝

指
定
を
受
け
ま
し
た
。
同
14
年
度

か
ら
は
彦
根
市
が
管
理
団
体
と
な

り
、
庭
園
の
維
持
管
理
を
図
る
と

と
も
に
、
庭
園
の
公
有
化
に
努
め

て
い
ま
す
。
今
後
、
公
有
化
に
め

◀
庭
園
の
様
子

名勝旧彦根藩松原下
屋敷庭園は、市民の大切な宝

であり、新たな観光資源としても
期待されます。
　そこで、いまだ整備の途中ですが、
紅葉の季節の観光シーズンに合わせ
て特別公開します。
問い合わせ先　 教育委員会

文化財課☎ 26-5833、
FAX26-5899

紅葉の名勝を特別公開

旧彦根藩松原下屋敷（お浜御殿）庭園
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※特に記載のないとき、相談料は無料です。

広報ひこねへの広告を募集しています
掲載料　　１枠 3 万円
大きさ　　縦　45.5㎜
　　　　　横　86㎜
申込締切　原則、発行日の１か月前
※詳しくはお問い合わせください。　
申込・問い合わせ先　 情報政策課☎ 30-6103、

FAX22-1398

15日号にも
広告掲載
できます！
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※特に記載のないとき、相談料は無料です。

　錦秋の玄宮園ライトアップ
（夜間特別公開）

　玄宮園は、江戸時代初期
を代表する「池

ち

泉
せん

回
かい

遊
ゆう

式庭
園」を現代に伝える名園で、
唐（中国）の時代の玄

げん

宗
そう

皇帝
の離宮になぞらえているも
のです。
　秋色に染まる夜の玄宮園は、昼とはまた別の表情
を見せ、池に映る紅葉はすばらしい眺めです。
期間　11月10日㈯〜 12月2日㈰
　18：00 〜 21：00（入場は 20：30 まで）
場所　玄宮園（金亀町）
入場料　大人500円、小・中学生200円
※昼間の彦根城・玄宮園の観覧券や、市民無料観覧

券では入場できません。
問い合わせ先　公益社団法人彦根観光協会
　☎ 23-0001、FAX26-1919

ひ
こ
ね
町
家
マ
ル
シ
ェ

　

一
五
市
（
い
ち
ご
い
ち
）

　

風
情
あ
る
町
家
で
、
食
べ
物
・

工
芸
・
農
産
物
な
ど
滋
賀
の
こ
だ

わ
り
の
あ
る
も
の
が
集
う
市
場

を
開
催
し
ま
す
。　

※
雨
天
決
行
。
荒
天
中
止
の
場

合
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日
㈯
、
同
18
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　
「
ご
は
ん
家
・
く
ま
く
ま
」

内（
河
原
二 

丁 

目
）

問
い
合
わ
せ
先　

小
江
戸
ひ
こ

ね
町
屋
情
報
バ
ン
ク
事
務
局

　
（
担
当
：
八
木
さ
ん
）
☎
23-

２
１

２
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

２
７
３

０
番
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　 健康推進課（平田町・福祉保健センター）
☎24-0816、FAX24-5870

西に
し

川か
わ

愛あ
い

瑠る

ち
ゃ
ん

（
平
田
町
）

丸ま
る

山や
ま

真し
ん

司じ

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

房ふ
さ

柚ゆ
ず

貴き

ち
ゃ
ん

（
南
川
瀬
町
）

た
め
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〒 522-8501  滋賀県彦根市元町４番 2 号  ☎ 0749-22-1411 ㈹  FAX 0749-22-1398、ホームページ　http://www.city.hikone.shiga.jp/
彦根市では、点字および音声版広報ひこね（編集版）を発行しています。問い合わせ先： 障害福祉課☎ 27-9981、FAX26-1767
また、外国語版（英語、中国語、ポルトガル語）の広報ひこね（編集版）も発行しています。問い合わせ先： 人権政策課☎ 30-6113、FAX24-8577

発
行

：
彦

根
市

編
集

：
情

報
政

策
課

●
1

日
・

1
5

日
発

行
　

　
通

巻
第

1
2

7
8

号
（

 平
成

2
4

年
1

1
月

1
5

日
発

行
）

▶
「

広
報

ひ
こ

ね
」

は
大

豆
油

イ
ン

キ
を

包
含

し
た

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
▶

廃
棄

す
る

場
合

に
は

古
紙

回
収

に
出

し
て

く
だ

さ
い

。
▶

こ
の

「
広

報
ひ

こ
ね

」
は

4
9

,5
0

0
部

作
成

し
、

１
部

当
た

り
の

単
価

は
7

円（
１

円
未

満
切

り
捨

て
）で

す
。

た
だ

し
、原

稿
作

成
・

編
集

な
ど

に
か

か
る

職
員

の
人

件
費

は
含

ま
れ

て
い

ま
せ

ん
。

広
報
ひ
こ
ね

16

11月30日㈮までに納めましょう　※口座振替ではな
い人で、納付書が届いていなければ、ご連絡ください。

人権に関わる相談は人権擁護委員へ
　人権に関する問題で、相談する相手がな
くて困ったという経験はありませんか。
　そんなときには、人権擁護委員が相談に
応じます。いじめや体罰、児童虐待などの
子どもの人権や、配偶者・パートナーから
の暴力などの女性の人権をはじめ、あらゆ
る差別問題や家庭内、職場内、隣近所での
問題などについて相談を受け付けていま
す。市内の人権擁護委員は、次の皆さんで
す（11月15日現在、順不同）。

今月の納税
　固定資産税（第3期）

　

人
権
と
は
、
人
間
が
幸
せ
に
生
き
て
い

く
権
利
で
、
全
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
も
っ
て
い
る
基
本
的
な
権
利
で
す
（
彦

根
市
人
権
尊
重
都
市
宣
言
か
ら
）。

　

部
落
差
別
、
男
女
差
別
、
外
国
人
差
別
、

障
害
者
差
別
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏

見
を
な
く
し
、
み
ん
な
が
明
る
く
暮
ら
せ

る
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め

に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
周
り
の
人
の
人

権
を
尊
重
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
す
。

　
「
人
権
週
間
」
を
機
会
に
、
家
庭
で
、
職

場
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、
家
族
と
、
友

達
と
、
み
ん
な
と
、
身
近
な
こ
と
か
ら
人

権
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
今

年
の
人
権
週
間
の
強
調
事
項
は
次
の
と

お
り
で
す
。

人
権
週
間
の
強
調
事
項

▼
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

▼
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▼
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

▼
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加

を
進
め
よ
う

▼
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

▼
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

第
64
回
人
権
週
間

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー

　　

南
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
や
、
人
権
ク
イ

ズ
大
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま

も
る
君
」
や
「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ

あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」
の
ほ
か

に
、
ひ
こ
に
ゃ
ん
も
登
場

し
ま
す
。

日
時　

12
月
２
日
㈰　

午

後
２
時
〜
同
３
時

場
所　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根

（
竹
ケ
鼻
町
）
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ザ

第
64
回
人
権
週
間　

12
月
４
日
〜
同
10
日

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
〜

▼
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

▼
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等

に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

▼
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏

見
を
な
く
そ
う

▼
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配

慮
し
よ
う

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵

害
は
止
め
よ
う

▼
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

▼
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

▼
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く

そ
う

▼
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

▼
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

▼
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権
問
題

に
取
り
組
も
う

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政

策
課
☎
30-

６
１
１
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
７
７
番

人権尊重と部落解放をめざす

県 民 の つ ど い

　人権尊重と部落解放を目指して、学
習と活動の輪を広め、連帯を深めます。
日時　12月9日㈰　9：50〜14：30
場所　県立文化産業交流会館（米原市）

内容　
　▶「和太鼓演奏」
　▶意見発表「弟の将来」　
　▶地域からの発信（野洲市、栗東市）

▶記念講演　「人権の船」
　　講師　中山千夏さん（作家）

　▶人権ラブソングフェスティバル
　▶県内人権センター展、物産展
参加費　無料
※会場へは公共交通機関をご利用く

ださい。

問い合わせ先　 税務課☎ 30-
6138、FAX22-1398
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